
2014～2015年度

UR都市機構 左近山団地等におけるストック活用に係る将来構想検討業務
UR都市機構 東日本賃貸住宅本部

業務概要業務概要

　本業務は、昭和43～44年（1968～1969年）に供給されたUR賃貸団地（約2,130戸）を含む左近山連合
自治会エリア（約5,000戸）を対象としている。
　高齢化が進むこの地域で、地域の生活を地域の住民が支えていくことを目標に、地域の活性化に資する住民
主体の活動を立上げ、継続した活動に向けて支援している。
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2014年度の５つの活動2014年度の５つの活動

　2014年度は対象エリア全体の5,000戸にアンケートを実施し、地域の生活に関係する約20団体にヒアリ
ングを行い、地域の生活に関わる課題を抽出した。
　これらの課題を提示し、地域の方々が自主的に参加する「くらしのワークショップ」を立上げ、高齢者・子育て
世帯等を含む幅広い地域住民が参加した。意見交換する中から５つの活動が生まれ継続的な活動やイベント
の開催、環境改善に取組んだ。
　2015年度はその中から３テーマを発展させて参加者を募り、活動が地域に定着し継続できるような仕組み
づくりを目指して地域活動に取組んでいる。

① 高齢者の見守り活動「あいさつ運動」
　 “あいさつ”をきっかけに自然な見守りにつなげていく活動で、毎月２回商店街等であいさつ運動をしている。

② 高齢者の生活支援ボランティアの募集活動
　 社会福祉協議会が実施する「ケアシステム」のPRとボランティアの募集活動をしている。

③ 団地内環境の安心安全見回り活動
　 主に夜間のパトロールを通して、夜のたまり場、消えている街灯の発見、ゴミ出しなどの課題を発見し、
　環境改善につなげている。また、地元の交番にも協力頂いた。

④ 「くらしの伝言板」の有効利用活動
　 １街区にある５か所の住民が使える掲示板（伝言板）について、掲示ルールを分かりやすく掲示し、地元の
　NPO協力も得て、住民の自主的な運用を行っている。

⑤ 「樹名板」作成活動
　 １街区の中央広場周辺の大きな樹木を中心に約30本の「樹名板」を子どもたちと一緒に制作し、取り付け
　のイベントを行った。
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